
令和３年度松本市消費生活相談の状況について 

 

１ 消費生活相談について 

情報通信社会の複雑化や生活様式の多様化を背景に、悪質商法・特殊詐欺などに対する消費生

活相談について、専門相談員２名により消費者への助言や個人の消費者と事業者間のトラブル解

決のための斡旋、また市民への消費生活情報の提供などを行っています。 

 

⑴ 相談件数 

令和３年４月から１２月までの前年度比較（Ｒ３年度－Ｒ２年度）【件】 

 

 

ア 消費生活センターに寄せられた相談件数は令和３年度（４月～１２月）が 789 件で、前 

年度同時期に比べ 93件の減（▲10.5%）となりました。 

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答（未入力） 合 計

R3 0 20 14 29 22 32 42 4 163

R2 1 18 25 38 31 36 38 2 189

△ 1 2 △ 11 △ 9 △ 9 △ 4 4 2 △ 26

0.0% 111.1% 56.0% 76.3% 71.0% 88.9% 110.5% 200.0% 86.2%

R3 1 6 1 14 10 17 18 7 74

R2 0 3 7 11 10 11 14 10 66

1 3 △ 6 3 0 6 4 △ 3 8

− 200.0% 14.3% 127.3% 100.0% 154.5% 128.6% 70.0% 112.1%

R3 4 35 29 60 40 57 33 6 264

R2 12 42 44 68 48 60 57 5 336

△ 8 △ 7 △ 15 △ 8 △ 8 △ 3 △ 24 1 △ 72

33.3% 83.3% 65.9% 88.2% 83.3% 95.0% 57.9% 120.0% 78.6%

R3 0 1 0 1 1 1 0 0 4

R2 0 0 3 4 1 1 2 0 11

0 1 △ 3 △ 3 0 0 △ 2 0 △ 7

− − 0.0% 25.0% 100.0% 100.0% 0.0% − 36.4%

R3 0 0 1 6 14 11 17 10 59

R2 0 3 6 5 10 15 22 7 68

0 △ 3 △ 5 1 4 △ 4 △ 5 3 △ 9

− 0.0% 16.7% 120.0% 140.0% 73.3% 77.3% 142.9% 86.8%

R3 0 0 0 0 0 1 0 0 1

R2 0 2 2 1 1 3 5 1 15

0 △ 2 △ 2 △ 1 △ 1 △ 2 △ 5 △ 1 △ 14

− 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 6.7%

R3 0 0 0 2 1 1 3 1 8

R2 0 0 0 0 1 2 2 0 5

0 0 0 2 0 △ 1 1 1 3

− − − − 100.0% 50.0% 150.0% − 160.0%

R3 0 0 0 0 0 2 2 0 4

R2 0 1 0 1 0 0 2 1 5

0 △ 1 0 △ 1 0 2 0 △ 1 △ 1

− 0.0% − 0.0% − − 100.0% 0.0% 80.0%

R3 2 7 12 19 20 49 88 15 212

R2 1 11 10 24 36 46 48 11 187

1 △ 4 2 △ 5 △ 16 3 40 4 25

200.0% 63.6% 120.0% 79.2% 55.6% 106.5% 183.3% 136.4% 113.4%

R3 7 69 57 131 108 171 203 43 789

R2 14 80 97 152 138 174 190 37 882

△ 7 △ 11 △ 40 △ 21 △ 30 △ 3 13 6 △ 93

50.0% 86.3% 58.8% 86.2% 78.3% 98.3% 106.8% 116.2% 89.5%

R3 0 1 0 0 2 6 5 0 14

R2 0 5 1 6 13 16 15 0 56

0 △ 4 △ 1 △ 6 △ 11 △ 10 △ 10 0 △ 42

− 20.0% 0.0% 0.0% 15.4% 37.5% 33.3% − 25.0%

不明・無関係

前年度比較

合　計

前年度比較

架空請求

前年度比較

ネガティブ・オプ
ション

(送りつけ商法) 前年度比較

訪問購入

前年度比較

その他無店舗

前年度比較

通信販売

前年度比較

マルチ・マルチまが
い

(連鎖販売取引) 前年度比較

電話勧誘販売

前年度比較

                   年代
　
販売購入形態

店舗購入

前年度比較

訪問販売

前年度比較



イ 相談件数の減少の要因は、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響が続いていると思わ

れます。架空請求の相談が令和３年度（４月～１２月）は 14 件で、前年度同時期に比べ 42

件の減(▲75.0%)によるもので、相談全体の約1.7%となります。 

 

⑵ 架空請求の性別・年代別相談件数 

令和３年４月から１２月までの前年度比較（Ｒ３年度－Ｒ２年度）【件】 

 

 

ア 女性、男性ともに件数は減少しました。 

イ 架空請求の相談の年齢層については、令和２年度総数の中で 60 歳以上割合が約 78%占め

ています。年齢別でみると、各年齢層とも前年度より減少傾向が見受けられます。 

ウ 新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響が続いており、全体的に減少したと思われます。 

 

⑶ 令和３年４月から１２月までの相談件数_架空請求_販売形態_年齢 【人】 

   

   

 急速にネット環境が整っている関係なのか、通信販売が全体の約 70％以上を占めています。 

 

 

 

 

 

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明 合計

R3 0 0 0 0 1 2 3 0 6
R2 0 3 0 0 3 8 10 0 24

0 △ 3 0 0 △ 2 △ 6 △ 7 0 △ 18
－ 0.0% － － 33.3% 25.0% 30.0% － 25.0%

R3 0 1 0 0 1 4 2 0 8
R2 0 2 1 6 10 8 5 0 32

0 △ 1 △ 1 △ 6 △ 9 △ 4 △ 3 0 △ 24
－ 50.0% 0.0% 0.0% 10.0% 50.0% 40.0% － 25.0%

R3 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0
－ － － － － － － － －

R3 0 1 0 0 2 6 5 0 14
R2 0 5 1 6 13 16 15 0 56

0 △ 4 △ 1 △ 6 △ 11 △ 10 △ 10 0 △ 42
－ 20.0% 0.0% 0.0% 15.4% 37.5% 33.3% － 25.0%

　　　　　　　年代
　性別

男性

前年度比較

女性

前年度比較

不明

前年度比較

計

前年度比較



⑷ 消費生活相談への対応と被害救済の状況 

    令和３年４月から１２月までの前年度比較（Ｒ３年度－Ｒ２年度）【上段：件 下段：円】 

  助 言 斡 旋 情報提供等 合 計 

対応件数 R3 643 52 94 789 

R2 744 59 79 882 

前年度比

較 

△ 101 △ 7 15 △ 93 

86.4% 88.1% 119.0% 89.5% 

未然防止・回

復額 

R3 14,464,211 5,961,184 212,000 20,637,395 

R2 15,917,753 2,991,022 0 18,908,775 

前年度比

較 

△ 1,453,542 2,970,162 212,000 1,728,620 

90.9% 199.3%   109.1% 

令和３年度（４月～１２月）の相談員の助言や斡旋での未然防止となった相当額、「クーリン

グ・オフ」等により返金された回復額の総額は約２,０６３万円でした。（前年度同時期は総額約

１,８９０万円） 

前年度同時期に比べ１７２万円増（9.1%増）となりました。 



令和３年度松本市消費者保護事業計画と取り組み経過について 

 

 

 

事業計画内容 現在までの取り組み経過 

【広報紙や新聞情報誌への記事掲載】 

１ 広報まつもと特集ページ 

 

 

  

 

１ 広報まつもと 

⑴  広報まつもと特集ページ×年２回（５月、２月） 

  ア  5月・・・「あの手」「この手」のトラブル発生中 

イ  2月・・・若者に多い消費者トラブルを紹介！ 

        その誘い、その価格、すぐ飛びつかない 

２ 新聞情報誌 ２ 新聞情報紙 

⑴  掲載紙 信濃毎日新聞社情報紙「ＭＧプレス」 

⑵  掲載日 毎月第３水曜日 

⑶  内  容 消費生活相談事例等の紹介と注意喚起 

【松本市公式ホームページ】  消費者庁や国民生活センターの「注意喚起情報」を掲載 

 （計４２回） 

【ＳＮＳ等による発信】 

１  ＬＩＮＥ・安心メール 

  

  

1 ＬＩＮＥ ・安心メール 

「消費生活展開催」の発信により、消費者保護等の啓発 

活動を広く周知させる 

２ 国民生活センター配信 ２ 「見守り新鮮情報」と「子どもサポート情報」を地域づく

りセンター、福祉ひろば、こども育成課(児童施設)へ発

信（計３６回発信） 

【啓発冊子作成配布】 

 「賢い消費者になるために」小冊子 

 

 「賢い消費者になるために」(悪質商法被害防止啓発冊

子)配布 

1 １１/２１ 「松本山雅」ホームゲーム周辺の街頭啓発 

（約1,000人配布） 

２ 出前講座  

４/２２ 社会福祉連絡会（１９人配布） 

１１/11 福祉ひろば（１８人配布） 

３ 成人式（約１,８３０人配布） 

 

 

 

  



【消費者教育】 

１  専門相談員による出前講座の開催 

 

 

 

 

 消費生活講座「賢い消費者になるために」の開催 

出前講座  

４/２２ 社会福祉連絡会（１９人参加） 

１１/11 新村地区福祉ひろば（１８人参加） 

２ 若年者への出前教室の開催 

 

 

  若年者（小学生）への出前教室 

   「暮らしの中の危険」 

   ８/4  新村児童センター（２９人参加） 

３ 賢い消費者になるために「啓発寄席」 

の開催 

  悪質商法等の消費者被害防止の取組みに啓発寄席

を２月開催予定 

【その他】  

1  第４６回松本市消費生活展開催 

⑴  開催日時 １０月１４日～３１日（計１８日間） 

⑵  会 場   イオンホール（イオンモール松本） 

⑶  参加団体 １１団体 

⑷  内容   パネル展示 

イベント『なくそう！食品ロスクイ

ズ&出張！「城のまち」フードドラ

イブ』 

２  多重債務者無料弁護士相談会 

６/２４、１２/１6実施  他３月実施予定 

3  消費者被害防止のバス広告 

⑴ 車体背面広告２台、側面広告３台(市内主要路線） 

掲示期間 令和３年４月～令和４年３月 

⑵ 車内ポスター広告４５台（市内主要路線） 

掲示期間 令和３年１１月～令和４年３月 

４ 特殊詐欺被害防止啓発活動 

  ・10/15 ８２銀行南松本支店前 

  ・12/15 ８２銀行松本営業部前 

       長野銀行大名町支店前 

       松本信用金庫本店前 

【前回の協議会における主な意見】 

１  労働者を含めた事業者・企業へ周知 

 

 

 

 

 

勤労情報誌※「労政まつもと」１５２号へ記事掲載予定。

タイトル 「賢い消費者になりましょう」。 

なお今後も、労働者を含めた事業者・企業への周知を 

おこなっていきます。 

※市内の中小企業等およそ900社を対象とした勤労 

情報誌。市労政課作成・発行。 



 

 

 

 

 

 

 

 

２  障がい者対象の消費者教育や福祉と 

の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在、中信消費生活センターで障がい者の方が通う学

校向けの消費者教育を実施しています。市としても、今

後、中信消費生活センターとの連携や情報共有を図って

いき、どのようにして障がい者の方をサポートすべきな

のか、検討してまいります。 

 また、障がい者や高齢者対象の「松本市高齢者・障害者

虐待防止ネットワーク協議会」と「松本市防犯推進会議」

において、消費者部門と福祉部門が連携して、地域での

見守りと啓発活動を促進しています。 





掲載日 内 　容
H31.4.17 ネットと電話などの契約　まとめると「安くなる」？

H31.4.17 カードの「ポイント３倍」使用するだけではならない？

H31.4.17 「アポ電」詐欺例

R1.5.22 「情報サイトの料金未納」とスマホにメールがきた

R1.5.22 サブリース契約トラブルに注意

R1.5.22 正規チケットの購入を　不正転売禁止法が施行

R1.6.19 「特定消費料金未納」と、はがき　どう対応したらいいのか？

R1.6.19 高齢の親がスマホを契約　店側の丁寧な説明を期待

R1.6.19 老人ホームへの投資話　勝手に「名義貸し」？

R1.7.17 「光回線や電話をサポート」と勧誘　合意してしまったが、どう対応？

R1.7.17 脱毛など「美容医療」　契約に注意して! 

R1.7.17 ウェブサイトの求人広告の営業　「無料」でも内容の確認を

R1.8.21 お試しに1回だけ健康食品注文　毎月届くようになりどう対応？

R1.8.21 賃貸アパートで1人暮らし　貸主の退去請求にどう対応

R1.8.21 モバイルバッテリー事故　どんなことに注意したら

R1.9.18 「固定電話が使えなくなる」!?　IP網移行への便乗勧誘に注意

R1.9.18 差出人不明者から「贈答品」　どう対応すればいいか？

R1.9.18 10月1日からの軽減税率　どんな物が適用する？

R1.10.16 「消費料金に関する訴訟最終告知」のはがきが急増

R1.10.16 退会手続き料金の請求メール　住所などが知られていて不安

R1.10.16 タトゥーシールなどの　肌トラブルに注意を！

R1.12.18 「あなたに美顔器を発送」　不審なメールにどう対応

R1.12.18 業者が「工事のあいさつ」と訪問　不審な屋根修理を勧誘された

R1.12.18 「要冷蔵食品の常温配送は危険」消費者庁が注意を喚起

R2.1.22 電気の検針票を見せたところ　知らない電力会社から契約書が

R2.1.22 金融機関を名乗り怪しいメール　どう対応したらいいのか

R2.1.22 首里城再建寄付とメール　接続すると出会い系サイトに

R2.2.19 健康食品のネット通販　2度目の請求が高額

R2.2.19 債権回収業者名乗り　未払金請求のはがき

R2.2.19 「雇用保険の追加給付」通知　口座を記入してもいいか

R2.3.18 新型コロナウイルス感染症　悪質な便乗商法にご注意を

R2.3.18 衛生マスクの転売　禁止されています

R2.3.18 2020年4月1日から　改正民法が施行されます

R2.4.22 新型コロナウイルス感染症　悪質な便乗商法などに注意

R2.4.22 エモテット添付メール　IPAが注意呼び掛け

R2.5.20 困ったら消費者ホットライン　188（いやや！）へ電話を

R2.5.20 特別定額給付金や助成金給付　便乗したトラブルにご注意を

R2.5.20 「簡単に稼げる副業」とSNSの詐欺的勧誘に注意

R2.6.17 新型コロナウィルス関連トラブルに注意

R2.6.17 SNSをきっかけにした「稼げる」情報商材に注意

R2.7.15 法務局管理局の督促状　連絡をせずに無視して

R2.7.15 国民生活センターかたる　不審な電話にご注意を！

R2.7.15 パソコンの画面に「警告」が！　ウイルス感染装う表示に注意

R2.9.16 インターネットによる　定期購入トラブル注意

R2.9.16 通販の消費者都合の　一方的な解約不可

R2.9.16 「未払い金がある」と督促状　領収証は、5年間は保管を！！

R2.10.21 衣類の買い取りをすると電話　実は貴金属買い取りが目当て

R2.10.21 「10億円支援」とメール　甘い話には十分注意を！

R2.10.21 「保険金で負担ではなく住宅修理」　国民生活センターが注意喚起

R2.11.18 総務省かたる特別定額給付金メール

R2.11.18 電力会社の検針票は個人情報　取り扱いには十分に注意して

R2.11.18 NTTファイナンスかたる　SMSの架空請求

R2.12.16 宅配業者を装ったSMS　心当たりないものは無視

R2.12.16 「副業」を餌に誘導　出会い系サイト注意

R2.12.16 除雪機を運転中の事故　消費者庁が動画を公開

R3.1.20 強引な電話での勧誘販売　留守電にするなど対応を

R3.1.20 定期購入のトラブル　相談件数が過去最高

R3.3.17 企業名出して安心させる　悪質な訪問販売に注意！

R3.3.17 パソコンの偽の警告　消費者庁が注意喚起

R3.4.21 5月は「消費者月間」

R3.4.21 ワクチン詐欺が増加 トラブルにご注意！

R3.5.19 ネット上の交際相手が投資勧誘 関係機関が詐欺注意を呼び掛け

R3.5.19 衣服の買い取りかたる 貴金属購入業者に注意

R3.6.16 通販の定期購入トラブル 未成年の契約にも注意

R3.6.16 ワクチン詐欺にご用心

R3.6.16 傘の扱いに気を付けて

R3.7.21 宅配業者をかたった偽ＳＭＳに注意を！！

R3.7.21 コロナ予防のサプリ 消費者庁が注意喚起

R3.7.21 送り付け商法の商品 直ちに処分が可能に

R3.8.25 訪問販売や電話勧誘販売 相談が多い事例を知って

R3.8.25 「アナログ戻し」に乗じたサポート料金を請求された

R3.8.25 屋根の「無料点検」申し出 保険で無償修理を示された

R3.9.15 インターネットの通販 トラブルの増加に注意

R3.10.20 婚活アプリなどを使った海外投資詐欺に注意を！！

R3.10.20 便利な電子書籍の購入 必ず利用規約の確認を

R3.11.17 湯たんぽの事故に注意 使用方法を必ず守って

R3.11.17 パソコンの偽装警告 慌てずに対処して！

R3.11.17 高額書籍購入の電話 悪質な勧誘にご用心

R3.12.15 着衣着火の死亡事故 消費者庁が注意喚起

R3.12.15 マルチ商法による勧誘 親しい間柄でも注意喚起を

R3.12.15 成年年齢が18歳に 契約には責任伴う

R4.1.19 新型コロナの高原検査　キット購入時にご注意を

R4.1.19 ウェブでの通信販売利用　規約など詳細を確認して

信濃毎日新聞　ＭＧプレス（旧週刊まつもと）掲載記事
　掲載日：毎月最終金曜日











消費者被害防止のバス広告 

 

 

サイドハーフ広告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸袋広告 

（クーリングオフ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸袋広告 

（強引な勧誘） 

 

 

 

 

 

 

 



後部広告 

（架空請求） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後部広告 

（うまい儲け話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



バス車内ポスター 

（うまい儲け話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス車内ポスター 

（クーリングオフ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス車内ポスター 

（架空請求） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特殊詐欺被害防止啓発活動 

（令和３年１０月１５日．八十二銀行南松本支店前） 

 

 

 



【資料】 

 

 

 

 

令和２年度松本市消費者保護事業の取り組みと成果について 

 
 

 

 

消費者保護事業の取り組み 成   果 

消費生活相談 専門相談員が１,１５３件の相談対応をし、前年

度に比べ２５４件減（▲１８．１%）でした。 

また助言や斡旋などの結果、未然防止額やク

ーリングオフ等により回復額(返金)が約２,１１５万

円でした。  

消費者問題に関する周知 １  「広報まつもと」に消費生活相談の事例を掲 

載し、デジタル化に慣れない市民も含め、身近 

な問題として広く周知できました。 

（ミニコラム＿４月号、７月号、１０月号、１月

号・・・「賢い消費者になるために」） 

（特集＿８月号、２月号・・・「ご注意ください！

こんなトラブルが発生中」） 

２  悪質商法被害防止啓発冊子「賢い消費者に 

なるために」や、若者向けの消費者教育冊子

「消費者市民社会を担うCOOLな中学生宣言」

を市内中学３年生へ配布するなど、消費者教育

を普及させる教材となりました。 

３  消費者被害防止のためのバス背面広告（２ 

台、側面広告（５台）を実施し、公共交通機関を 

使って老若男女に周知できました。  
専門弁護士相談の開催 

 

 多重債務者向けの無料弁護士相談会を３回（８/

２７、１０/２９、１２/１８）開催し、消費生活相談者を

同相談会へつなげ、相談解決の一助となりまし

た。 

  また現在、キャッシュレス返済についても、「多

重債務」と関連付けて相談者に意識つけていま

す。 

 

別紙１ 


